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ベトナム人材市場から独自のニュースを毎月お届け！！ 
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アルコールの販売時間規制法案見送りへ 
 

 
 

 

 

目次 

特集記事 

アルコールの販売時間規制 1 

不動産購入の名義貸し   2 
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 国会常務委員会はアルコール被害防止法案で意見が割れている 3 つの問題に

ついて、国会議員の意見を投票により採決した。「販売時間を規制する」案に

賛成は 46.28％、「販売時間を規制しない」案に賛成は 44.21％だった。 

 飲酒運転に関する問題については、「血液中または呼気中にアルコール濃度

を検出した場合は運転禁止」案への賛成は 44.21％、「血液中または呼気中の

アルコール濃度が交通安全に関する法律の規定を超えていた場合は運転禁止」

とする案への賛成は 49.59％だった。上記の 2 つの問題では、いずれも賛成が

50％を超えなかったため、法案に盛り込まれないこととなった。 

                     [VnExpress 3/6/2019] 

ベトナムの水産物：輸出先１位は日本 

税関総局が発表した統計データによると 1-4 月期の輸出先トップ 5 の中

で、日本への輸出額は前年同期比+9.3％増の 4 億 1120 万 USD(約 452

億円)となり、輸出額全体の 17％を占め最大だった。2 位は米国、以下

ヨーロッパ、中国、韓国と続いている。 

 ベトナムの主力な水産物でチャ魚と呼ばれるなまずの一種の魚がある

が、日本への輸出額について前年同期比+61.5％増の 1154 万 USD（12

億 7000 万円）となり、日本が初めてチャ魚の輸出先トップ 10 中の 5 位

にランクインした。 
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現時点では登記上ベトナム人が所有して

いることになっている土地が、実際にそうな

のか名義借りによるのものなのかが不明瞭

で、実態を把握するために調査が必要との

声が上がっている。またこれに伴いベトナム

人が外国人に代わって土地を購入すること

を禁止する法律を制定する必要性も説い

ており、現在検討段階だ。 

ベトナムでは外国人の土地購入について

規制が多く、自由に購入とはいかない事

情がある。この法律をかいくぐるためにベト

ナム人の名義を使って土地を購入する外

国人が増えているというのが発端だ。 

先月の国会で 2013 年に土地法が施行さ

れてから現在までにおける都市部での土地

の計画、管理使用に関する法律の運用につ

いて報告が行われた。この話し合いの中で

議員からは外国人によるベトナム人の名義

借りの不動産購入を問題視する必要があ

り、早急な対策が必要との意見が出た。 

議員の多くは外国人によるベトナム人名義

借りの不動産購入について、過度に外国人

が土地の所有権をもってしまうと国の治安や

国防に支障をきたす可能性があると主張し

ている。 

国外逃亡をほう助した旅

行会社は罰金と営業停止 

先月ベトナムで旅行会社に対する罰則と

して新たに制定した法律を発表した。それ

によると各旅行会社が何かしらの犯罪で指

名手配されている者の国外逃亡をさせた

場合、あるいは国外からベトナムへ招いた

場合、最大で 42 万円相当の罰金と最

長 18 か月の営業停止処分を課すとして

いる。 

またこの営業停止処分中に無許可で営業

を行った場合は更に同額程度の罰金を課

すとしており、その期間中にあげた利益につ

いても全額没収するとしている。 

同法律では観光ガイドについても詳細な

罰則規定を設けており、ベトナム政府承認

の観光ガイドのライセンスを持たずにガイド

をした場合の罰金処分やベトナムの歴史

や文化、主権について誤解を招くような情

報を提供した者に対する罰金などが記載さ

れている。 

これらの規定は今年の 8 月より適応され

る。 

 

ベトナム人から「béo」と言われたことがある人。言葉の意味を知ってもしかしたら腹を立てたり、

悲しい気持ちになった人もいるかもしれません。béo はベトナム語で「太っている」という意味です

が、文字通り解釈するには少し早いかもしれません。今回はベトナム人の「béo」に関する感覚

を紹介します。 

・「béo」の定義 

①太っている 

文字通り太っていることを指します。食生活などでポッコリ出たおなかや、脂肪がいっぱいついた

体の人などによく言われる言葉です。しかし日本語の「デブ」のように馬鹿にするような呼び方で

使うだけでなく親しみの意味で呼ぶこともあるので状況をよく理解する必要があります。 

②大柄な 

ジムで鍛えていわゆる「ゴリマッチョ」な体系の人に対しても使われることがあります。この場合はも

ちろん「デブ」の意味合いはなく、日本語では「ゴツイ」とか「がっちりな」に値するような意味合い

になります。服を着ていれば単純な体の幅などは太っている人と変わらないので、この「大柄な」

という言い方が本来の定義に一番近いのかと思われます。 

・「太っている」と「痩せている」の感覚 

「太っている」は béo で痩せているは gầy と言いますが、昔の世代の人は「太っている＝健

康的」という感覚があるので、ベトナム語で「太ったね」は好意的な意味で使われることが多いで

す。またベトナムの女性は「細マッチョ」より「ゴリマッチョ」を好む人が多いので、女性から筋肉質

な体形の人に対して「béo」と言われるのはむしろ好ましいと考えるべきでしょう。 

・レストランの店名でもよく使われる béo 

béo はレストランの店名でもよく使われます。大概この単語の前後にそのレストランにゆかりのあ

る言葉が入っているのが普通です。太るぐらい満腹に食べてくださいといった意味合いでしょうか。 

 

以上のように「béo」の意味合いとして、日本語の「太っている」とは 100％同じではないこともあ

りますので、自分がその言葉に遭遇したときにはどんな意味で言われているのか考えてみるのも

面白いかと思います。 

 

   名義を借りた不動産購入の監視強化へ 

時事 
ベトナム人が言う「béo」とは？ 
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・ベトナム人の喫煙意識の変化 

かつては喫煙は嗜好品として多くの男性に好まれていました。ベトナムは社会上、女性の喫

煙者はほとんどいませんが、男性の喫煙率はかなり高かったと言われています。しかし近年で

は若年層の喫煙化が減少しており、その理由としては国を挙げて喫煙による病気などの害に

ついて啓発したためと言われています。 

 

・タバコのポイ捨てについて 

しかしながら喫煙者は依然中高年を中心多く、喫煙後のタバコのポイ捨てが問題視されてい

ます。かつてはタバコのポイ捨ては当然ぐらいな認識でしたが、最近では非喫煙者を中心にタ

バコのポイ捨てに対して嫌悪感を抱く人も少なくありません。一方昔からの習慣でどこそれ構わ

ずポイ捨てをする人も少なくいるのが現状です。日本のように携帯灰皿のようなものが普及す

る気配もいまのところありません。 

 
 

 

 

日本では分煙化が進められて久しく、どこでも自由にタバコを吸えるような環境ではなくなりま

した。たばこのポイ捨てもかつてと比べたら随分減ったと思います。一方ベトナムでは喫煙モラ

ルについて、まだまだ日本のそれには及びませんが、社会全体として確実に喫煙に対する意

識改革が進んできています。今日はベトナムの喫煙事情について紹介します。 

街角便り 

 

たばこの煙がない街づくりへ 

外国籍の子どもが VAT の還付

を受けられず 

 

オーストラリア国籍をもつ 9 歳の子どもがハノ

イ市で購入した 2900 万円相当の時計に対

し付加価値税（VAT）の還付を申請した

際、現行規定に照らし合わせた上で還付の

申請を却下したことが分かった。 

 

ベトナムを出国する外国人に対しては VAT

還付することになっているが、現行の規定では

外国政府の交付したパスポートを使用した外

国人に税金還付制度を適用するとしている。 

 

今回この子供はオーストラリア国籍を持ってい

るにも関わらずなぜ還付を認められなかったの

か？その理由は以下のようである。 

 

まずこの子どもはベトナム人とオーストラリア人

のハーフで、両国の国籍を持っていた。通常ベ

トナムに入国する際にはビザなどの便宜上、

ベトナムのパスポートを使って入国することが

多く、出国するときもベトナムのパスポートを

使って出国する。 

 

つまりベトナム国内に入国する際にはベトナム

人として入国し、出国する際にはベトナム人と

して出国したことから、オーストラリア人としての

国籍が一切処理上であがらないことにより税

金還付の対象外と結論付けられたわけであ

る。 
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今月の一品 

 

本ニュースレターに関するご要望、ご意見、その他弊社人材に関するお問い合わせ

は左記の連絡先または info@hr-link.jp までお願いいたします。 

HR-Link.Vietnam 

15Fl., TTC Bldg., 19 Duy Tan 

St., Dich Vong Hau Ward, Cau 

Day Dist., Hanoi (ハノイ本社) 

 

553 Xo Viet Nghe Tinh, Binh 

Thanh District, Hochiminh City  

（ホーチミンオフィス） 

 

東京都中央区日本橋箱崎町

32-3 11F 日本 HR リンク株式

会社  （日本拠点） 
 

Tel: (84-24) 3795-7037（ハノイ） 

Fax:(84-24) 3795-7038（ハノイ） 
Web: http://hr-link.com 

HR-Link.Vietnam は、人材紹介事

業を通じて企業の事業拡大と個人

の自己実現をサポートし、豊かな

社会づくりに貢献します。 

 

  

    

お問い合わせ 

・タバコによる健康被害の啓発 

タバコを吸うことによる健康被害は昔から認識されていましたが、最近では副流煙による

非喫煙者に対する被害も認識されています。これにより非喫煙者は喫煙者を敬遠する

傾向が出始め、こういった疎外感を味わいたくないという理由からタバコを控えるように

なった人も多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・女性にもてるためにタバコを吸わない 

上で書いたようにベトナムでは女性の喫煙は世間体的にもよくないとされているので、女

性の喫煙者はほとんどいません。一方最近であ喫煙をする男性を恋愛対象から外す女

性も多いようですので、若い男性は喫煙を避ける傾向があるとのことです。若い男性から

すると喫煙はお金がかかり健康を害するだけではなく、女性からもモテないとなると吸うメ

リットがないと考えるのは当然のことかと思います。女性にもてたいという気持ちが喫煙率

の減少に一役買っているようです。 

 

・観光地の完全禁煙化を目指す 

現在ハノイでは主要な観光地の完全禁煙化を目指す動きが出ています。タバコを吸わ

ない人にとってもより快適に過ごせるように、喫煙場所なども明確に設ける動きは盛ん

で、近い将来分煙も進んでいくことが期待されています。 

 

 

ベトナムはまだ日本より喫煙に対する意識や社会的な整備は遅れていますが、今の若

い人たちの喫煙に対する考え方を聞く限り、近い将来しっかり分煙化された社会が実現

しそうな気がします。タバコを吸う人も吸わない人もどちらにとっても暮らしやすい社会に

なってほしいものです。 

 

 

 

 

混ぜそば  

(bún trộn) 

今月は混ぜそばです。ベトナムではスープに

入った麺ものばかりではなく、こういった混ぜそ

ば形式の食べ方も好まれます。 

今の暑い季節では熱いスープに入った麺もの

を食べるのも考え物。そういったときによくチョイ

スされるのがこの料理です。 

鉢の中にブンと呼ばれる米粉から作った細い

麺をが入っており、そこに肉や香草などが入っ

ています。お好みで備え付けの調味料を入れ

自分好みの味に仕上げるのがベトナム風。辛

いのが好きな方はトウガラシなども好んで入れ

ています。 

屋台で 20000 ドン（100 円）～ 


